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ま え が き

本報告書は2 0 0 1 年 3 月 7 日より 3 月 3 1 日まで の 2 5 日間､
コ ロ ン ビ ア共和国で 実施 した

農業開発計画の プロ ジ ェ ク トフ ァ イ ン デ イ ン グ調査に つ い て とりまと めたもの で ある ｡

調査は コ ロ ン ビア国北部に位置する ア トラ ンチ コ 県で ､ 次の 2 件の プロ ジ ェ ク トに つ い て

実施され た｡

･ ア トラ ン チ コ 県パ ル マ ル ･ デ ･ ノ
■
†レ ラ地区農村環境整備計画

･ ア トラ ン チ コ 県アズ セ ナ地区農村環境整備計画

アトラ ンチ コ 県は コ ロ ン ビ アで も面積が小 さい 方の県 に属して い る が ､ 人口密度お よ び人

口増加率は 同国で も最も大きい とこ ろで ある ｡ また ､ 農業生 産の ため の気象条件お よ び土

壌条件等自然条件は恵まれ ており ､ 農業開発の ポテ ン シ ャ ル は非常に高 い ｡ こ の ため ､ 本

計画の 実施機関で ある土地改良庁 (I N A T) は ､
9 0 年代に本計画に 関す るプ レ F S を実施

してきた｡ しか し､ 経済的背景等から､ 計画は その 後進展を見て い な い が ､ 同国政府およ

び現地関係者の 本計画実施 に対する要望は極め て高い ｡ したが っ て ､ 同国政府はこれ らの

プロ ジ ェ ク トに関して ､ い ずれ 日本政府に要請するも の と思われ る ｡

また
､
コ ロ ン ビア政府は主要政策と して プラ ン ･ コ ロ ン ビア を掲げて おり ､ こ れは コ ロ ン

ビ アの 発展の 最大の 阻害要因と な っ て い る国内 ( 主 に農村地帯) の 社会紛争 に対処す るも

の である ｡ コ ロ ン ビア農村地帯 の紛争の元 凶は
"

貧困
”

で あり ､ 農村過疎地帯 に お ける経済

的収益性 の ある農産物の 不足と ､ 大規模な市場 へ 輸送するた め の イ ン フ ラの 未整備 に 由来する

もの で ある ｡ コ ロ ン ビア政府が プラ ン ･ コ ロ ン ビア と命名 した 戦略の 目的は ､ 和平基金を通じ

て 社会開発の た め に国内外 の特別な投資プロ ジ ェ ク トを推進 し､ 暴力の 害を被 る地域( 不法栽

培が行われ る地域) にお ける代替作物 プロ グラ ム を実施 し､ また ､ 合法的作物 の市場 ア クセ ス

を改善 して貧困の 解消 に資する と同時 に ､ 和平交渉の 進展 に寄与する良好な環境をつ くりあげ

る こ とにある ｡

本計画の ひと つ である アズセ ナ地 区の 農村部も極貧の 生活を余儀なくされ て い る地域が あり ､

これ らの 地域 で は水道 はお ろ か電気も利用 できな い状況で ある ｡ したが っ て ､ 本計画は農村部

の 貧困の 解消と いう コ ロ ン ビア 政府の 施策 に沿うもの で ある ｡

しかし､ 現在 コ ロ ン ビアで は全国的に外務省より ｢ 観光旅行延期勧告 : 危険度2 + ならび

に ｢ 渡航延期勧告: 危険度3 + が発 出され て い る ｡ 今回 の 調査地区の ア トラ ン チ コ 県は ｢ 観

光旅行延期勧告 : 危険度2 + に相当す る地域であるが ､ 県は海抜 2 0 0 m 以下 の 低平地 か

らなり ､
一

般に ゲリ ラ の 拠点とな る山岳地帯から離れ て い る ため ､ 治安は他の 地域 と比 べ



維持され て い ると い う現地政府の 見解があ っ た ｡ それでも日本大使館 の 見解は ､ プロ ジ ェ

ク トの 実施 にあた っ て は ､ 何らかの 規制下で行われる べ きであろうと の ことであ っ た｡

今回 の プ ロ ジ ェ ク トフ ァ イ ン デ イ ン グ調査 にあた っ て ､ 御指導､ 御協力を頂 い た在コ ロ ン

ビア 国日本大使館､ JI C A コ ロ ン ビア事務所､ コ ロ ン ビ ア国政府関係機関､ 並びに調査 に

あた っ て ､ 御協力を頂 い た方々 に対 し､ 深意なる謝意を表する次第です｡

2 0 0 1 年3 月

コ ロ ン ビア国プロ ジ ェ ク トフ ァ イ ン デ イ ン グ調査団

北口 敬
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アトランチ コ 県
パ ル マ ル

･ デ り 〈レラ地 区(1/ 6)

地 区内 の 集落では 電気 ･ 水道
( マ ググレ ナ川から取水) を利
用できる｡

アトランチ コ 県
パ ル マ ル

･ デ リ 〈レラ地 区(2/ 6)

地 区内 の
一

部で は稲作が行わ
れて いる｡

潅漑用水は マ グダレ ナ川から
ポンプ取水して いる｡

三計
ご

アトランチ コ 県
パ ル マ ル ･ デ ･ バ レ ラ地 区(3/ 6)

左側 の 河川 は マ グダレ ナ川で

あるが ､ 雨期 には地 区内 の 低

平地 に氾i監を起こすため ､ 堤

防を築造して いる｡



/
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アトランチ コ 県
パ ル マ ル ･ デ ･ バ レラ地区(4/ 6)

地区 内のトウモ ロ コ シ畑 ｡

現在 ､ 乾期であるため ､ 作付け
は行われて いない ｡

准漑用水はため 池を利用して
いる｡

アトラン チ コ 県
パ ル マ ル ･ デ ･ バ レラ地 区(5/ 6)

トウモ ロ コ シ畑( 写真4/ 6)
用 の ため池 ｡

今年は雨量が少なく､
ため池

の 貯水量 は例 年になく少ない
｡

アトラン チ コ 県
パ ル マ ル ･ デ ･ バ レラ地 区( 6 / 6)

地区によ っ ては ､
マ グダレナ 川

より
､
ポン プ で藩漑水を揚水し

て い る｡
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アトランチ コ 県
アズセ ナ地 区(1 / 6)

貧困農家の 家屋全景 ｡
こ の地 区

一

帯では ､ 電 気 ･ 水道
も利用できない ｡

アトラン チ コ 県
ア ズセ ナ地 区(2/ 6)

写真(1 / 6) の 家屋 内｡
粗末な家財道具があるだけで
ある｡

こ の 家庭の 年収は2 0 0 万 ペ ソ

( 約1 ,0 0 0 U S写) である｡

アトラン チ コ 県
アズセナ地 区(3/ 6)

こ の 地 区 の 代表 的 な穀物 で あ
るミジ ョ は

～

部 家 畜 の 飼 料と
なる｡

もニ
ー



アトランチコ県
アズセナ地区(4/6)

ため池計画地点下流側.

Guacaribana川は乾期には
水無川となる｡

アトランチコ県
アズセナ地区(5/6)

乾期には生活用水を

Guacaribana川から得ているG

アトランチコ県
アズセナ地区(6/6)

地区内でも水が得られるところ
では,集約的農業が行われて

いる｡
写真はトマト畑｡
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1 . コ ロ ン ビア国の概況



1 .

コ ロ ン ビア 国の 概況

1 - 1 .

一

般概況

( 1) 地 誌

コ ロ ン ビ ア共和国は 1 1 4 万 k m 2 の 国土面積 ( 日本の 3 倍強) をもち､ 南米 へ の 玄

関口 にあたる ｡ 南アメ リ カ大陸の 北西 に位置する コ ロ ン ビア は ､ 非常に恵まれ た

地理 的多様性をも っ て い る ｡ 国土 に は ア ン デ ス 山脈 の 高峰が そ びえ ､ 大河 ア マ ゾ

ンが流れ ､ 太平洋と大西洋に面 して い る ｡ こ の ため ､ 雪をい ただく頂上 から ア ン

デス の 温和な盆地 ､ 酷暑 の 熱帯雨林まで ､ あらゆ る気候 に恵まれて い る ｡

(2) 人 口

人口 4 , 1 4 0 万 ( 1 9 9 9 現在) を抱 える コ ロ ン ビ ア は ､
ラテ ン ア メ リ カで は ブ ラ ジル ､

メ キ シ コ に次 ぐ 3 番目 に 人口 の 多い 国とな っ て い る ｡ 過去 5 0 年間に都市部 へ の 人

口移動が急激に 進み ､
1 9 5 0 年か ら現在まで ､ 全人口 に占め る都市部人 口 の 割合は

5 7 % から 7 4 % に増加 して い る ｡ コ ロ ン ビア に は 3 2 の 行政 区域と 1 つ の 首都地区

( サ ン タ フ ェ ･ デ ･ ボ ゴタ) が ある ｡ コ ロ ン ビア と他 の ラ テ ン アメ リ カ諸国と の

特筆すべ き違 い は ､ 首都以外 の 都市で も地域/ 経済セ ン タ
ー と して 著しく開発さ

れて い る こ とで あ る ｡ こ れらの 都市と して は ､ 西 部の メ デ ジ ン 市､
カリ市 ､ 北部

の バ ラ ン キ
ー

ジ ャ 市､
カ ル タ ヘ ナ市､ 北東部 の ブカ ラ マ ン ガ市があげられ る ｡

(3) 政 治

コ ロ ン ビア は憲政 1 0 0 年を誇る民主国家で あるが ､ 約 4 0 年に わたり左翼ゲリ ラ勢

力との 武力抗争が継続 して おり ､ 国内和平が最大の 課題 とな っ て い る ｡ 9 8 年 8 月､

野党保守党の バ ス ト ラ ー ナ氏 が大統領に就任し､ 国内ゲリ ラ との 和平 (9 9 年 1 月

に最大ゲリ ラ組織 F A R C と の 対話を正式 に開始) ､ 雇用創出 ､ 財政赤字削減､ 腐

敗防止 ､ 前政権の 麻薬疑惑で低下 した国際的信頼の 回復等 の 課題 に取り組ん で い

る ｡

(4) 外 交

外交面で は ､ 中南米の 地域 統合の 活性化 に熱心で ､
ア ン デス 共同体の

一 員と して

メ ル コ ス
ー

ル と の 貿易自由化交渉を進め て お り ､ 最終的 に は 米州自由貿易地域

( F T A A) の 設立 を目指 して い る ｡ 近年は従来の 欧米志向外交を転換し ､ 日本をは

じめ とする ア ジ ア ･ 太平洋地域と の 関係強化にも重点を置き ､ A P E C へ の 加盟 を

強く希望 ( A P E C 域内エ ネ ル ギ
ー

協力 W G の メ ン バ
ー

) して い る ｡

･ 1 ･



(5) 経 済

経済面で は ､
か つ て は コ ー

ヒ
ー

産業を中心とする農業主体の 経済で あ っ たが ､ 近

年は ､ 輸出産品の多角化を推進して い る ｡ 8 6 年から は ､ 原油輸出を開始 し､ また ､

石炭､
ニ ッ ケ ル 等の 鉱物資源開発を行っ て い る ほか ､ 切 り花 ､ バ ナナ等非伝統的

農産品の 輸出を伸ば して い る ｡ コ ロ ン ビア は ､ 堅実な経済運営 ､ 良好な経済パ

フ ォ
ー

マ ン ス を背景として ､ 8 0 年代の 中南米債務危機 にも債務繰延べ をせ ず 一

貫

して プラ ス 成長を記録した ｡ 特に ､
9 0 年代前半はク シ アナ油田 (9 0 年代に入り発

見された有望な大油田 ( 軽質油) ) 関連を中心とする設備投資需要に牽引され ､

国営企業民営化､ 諸規制緩和等 によ り 5 % 前後の 経済成長を維持した｡ その 後 ､
二

大輸出産品である コ
ー

ヒ
ー およ び石油の 価格低迷 ､ ア ジア経済危機 に起因す る世

界的な不況の 影響で ､ 9 8 年の経済成長率は 0 . 6 % に減速 ( 1 9 4 3 年以来最低) した ｡

9 8 年 1 1 月に は経済緊急事態宣言を発し､ 再建策を実施して い るが ､ 未だ に効果は

現れず､ 失業率も9 9 年 3 月に は 史上最悪 の 1 9 . 5 % まで 悪化して い る ｡ 一

方､ イ ン

フ レ抑制策の 推進で ､ こ こ 数年間約 2 0 % で 推移して い るイ ン フ レを 9 8 年は 1 6 . 7 %

(8 3 年以来最低) に押さえた｡

(6) 我が国と の 関係

我が国とは 1 9 0 8 年に外交関係を開設し､ 伝統的に友好的な関係 にあり ､ 約 1 , 8 0 0

名 ( 9 7 年 1 0 月) の 日系人 ･ 日本人移住者が い る ｡ 8 9 年の パ ル コ 大統領の 訪日を

契機と して 日本
･ コ ロ ン ビ ア経済合同委員会が発足 し､ 9 1 年東京にお ける第 1 回

合同会議から回を重ね ､ 9 9 年ボ ゴタ にて第 4 回合同会議が開催された｡ 9 4 年に は

ガ ビリ ア大統領､ 9 5 年 ペ リ
ー

蔵相､
9 8 年 1 月 メ ヒ

ー

ア外相 ､
9 9 年 5 月 バ ス トラ ー

ナ大統領が訪日 した｡

貿易は我が国の 大幅な輸出超過で あり ､ 9 8 年実績で み る と ､ 我が国は自動車､ 電

気機器 ､ 鉄鋼等を中心 に 9 . 6 1 億 ドル の輸出を行 い ､ コ
ー ヒ ー

､ 石炭等 3 . 1 3 億 ドル

を輸入 して い る ｡
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参考1 ) 主要経済指標等

項 目 単 位 9 0 年 9 5 年 9 6 年 9 7 年

人口 千人 3 2
,
8 4 3 3 6

,
8 1 3 3 7 ,4 5 1 4 0

,
0 4 2

名目 G N P 総額 百万 ドル 4 0
,
8 0 5 4 0

,
0 4 2 8 0 , 1 7 4 8 7

,
1 2 5

1 人当たり G N P ドル 1
,
2 4 0 1

,
9 1 0 2 , 1 4 0 2

,
1 8 0

経常収支 百万 ドル 5 4 2 - 4
,
1 0 1 - 4

,
1 0 1

財政収支 十億 ペ ソ
-

1 6 3 . 7 - 1
,
9 3 9 . 8

-

1
,
9 3 9 . 8 - 4

,
5 2 4 . 2

消費者物価指数 9 0 年 = 1 0 0 1 0 0 .0 2 9 0 . 2 3 4 6 .2

D S R % 4 0 .9 2 9 . 3 3 4 . 6 2 6 . 6

対外債務残高 百万 ドル 1 7
,
2 2 2 2 5

,
0 4 8 2 8 ,9 0 0 3 1

,
7 7 7

為替トト ( 年平均) ペ ソ/ U S D 5 0 2 . 2 6 9 1 2 .8 3 1
,
0 3 6 .6 9 1

,
1 4 0 .9 6

分類 ( D A C /国連) 低中所得国/ -

出典 : 外務省

参考2 ) 主要社会開発指標

社会開発指標 9 0 年 最新年

出生時の 平均余命 ( 年) 6 9 7 1 ( 9 7 年)

乳児死亡率 ( 1
,
0 0 0 人当たり 人数) 3 9 2 4 ( 9 7 年)

所得が 1 ドル / 日以下の 人口割合 ( % ) 7 . 4 (9 1 年)

5 歳末満児死亡率 (1 , 0 0 0 人当たり人数) 5 0 3 0 ( 9 7 年)

下位 2 0 % の 所得又は消費割合 ( % ) 3 .6 ( 9 1 年) 3 .6 ( 9 1 年)

妊産婦死亡率 ( 1 0 万人当たり 人数) 2 0 0 (8 0 - 9 0 年平均) 1 0 0 ( 9 0 - 9 7 年平均)

成人非識字率 ( % ) 1 3 9 ( 9 5 年)

避妊法普及率 ( 1 5 - 4 9 歳女性/ % ) 6 5 (8 0 - 9 0 年平均) 7 2 (9 0 - 9 8 年平均)

初等教育純就学率 ( % ) 7 3 8 5 (9 6 年)

安全な水を享受しうる人口割合 ( % ) 8 8 (8 8 - 9 0 年平均) 7 5 ( 9 6 年)

女子生徒比率 ( % ) : 初等教育 4 9 4 9 (9 6 年)

女子生徒比率 ( % ) : 中等教育 5 0 5 3 (9 6 年)

森林面積 ( 1
,
0 0 0 k m 2) 5 4 1 5 3 0 (9 5 年)

出典: 外務省
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1 - 2 . 現政府の 政策とプラ ン ･ コ ロ ン ビ ア

( 1) 現政府の 政策

コ ロ ン ビア現政府 の 政策は ､ 武装ゲリ ラ と の 和平 ､ 経済成長､ 人権保護と貧困の

撲滅およ び麻薬と汚職の 根絶を掲げて い る ｡ 現政権は また ､ 国内の 社会紛争 の当

事者と交渉の 場を設ける と い う大きな責任も担 っ て い る ｡ 彼らと の 合意が得られ

れば
､ 数十年に わた る国内紛争を和解へ の 大きな

一

歩とな る ｡

コ ロ ン ビア の 経済は国際社会の 中で ､ 所得で は中程度の 国に 属して い るが ､ 国内

で の 富の 公平な分配で は大きな格差がある と い う問題を抱えて おり ､ その ため に

国民の 相当数が貧困生 活を余儀なくされて い る ｡

したが っ て ､ 政府は ､ 都市部で は低所得層を村象と した住宅建設を奨励し､ 農村

部で は農業融資や不 法栽培物 の代替作物栽培推進を中心とす る政策を推進して ､

暴力に最も多くの 影響を受けて い る人 々 の 雇用創出を促進する 政策を現在実施 し

て い る ｡

政府は ､ 自由で 透明な国際市場 こそが公 平で強固な世界経済の 基盤とな ると い う

立場を堅持 し､ そ れが地域経済統合と外国直接投資 ､ 人的 ･ 物理 的イ ン フ ラ の 発

展を促進する見解を示 して い る ｡

(2) プラ ン
･ コ ロ ン ビ ア

プラ ン ･ コ ロ ン ビア は コ ロ ン ビア 政府の 政策の 要であり ､ 地方政 府と複数の 組織

が協力 して 運営して い く代替政策と い う
一

連の プロ ジ ェ ク トからな っ て い る ｡ こ

の プロ ジ ェ ク トの 目 的は ､ 世界の 8 0 % の 生産を占め る コ カ の 葉や 同様に大き な

シ ェ ア
ー を占め るケ シの 栽培地を小作農たちが経済的 に見合う ような作物 の 栽培

地 に変え る こ と ､ あ る い は オリ ノ コ 流域 や サ ン タ ･ マ ル タ山脈 ､
ア マ ゾン流 域 の

ような地域 で エ コ
ー リ ズム が盛ん とな るよう なエ コ ロ ジ

ー

保護区域 に転換 しよ う

とする もの で あ る ｡

コ ロ ン ビア 農村地帯の 紛争 の 元 凶は
"

貧困
”

で あり ､ 農村過疎地帯に おける経済

的収益性の あ る農産物の 不 足と ､ 大規模な市場 へ 輸送す る ため の イ ン フ ラ の 未整

備に由来す る もの で あ る ｡ コ ロ ン ビ ア政府が プラ ン ･ コ ロ ン ビアと命名 した戟 略

の 目的は ､ 和平基金を通 じて 社会開発の ため に 国内外の 特別な投資プ ロ ジ ェ ク ト

を推進し ､ 暴力の 害を被る地域 ( 不法栽培が行われ る地域) にお ける代替作物プ

ロ グラ ム を実施 し､
また

､ 合法的作物の 市場ア ク セ ス を改善 して貧困の 解消に 資

すると同時に ､ 和平交渉の 進展に寄与する良好な環境を つ くりあげる こ とで ある ｡
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1 - 3 . 農業概況

1 9 9 0 年代は コ ロ ン ビア の 農業に と っ て激動の 1 0 年間で あ っ た｡ しか し､ 懸念さ

れて い たような全般的危機に見舞 われ る ような こと はなか っ た ｡ 穀物 ､ 綿 ､
コ ー

ヒ ー な どの 商品は ､ 世界的価格 の 下落と ペ ソ高騰 の 複合的要因 によ る 影響を受け

て ､ 栽培の 著 しい 落ち込み に つ なが っ た ｡ ジ ャ ガイ モ や コ コ ア等の 農作物の 収益

性も ､ 害虫に よ る深刻な影響を受けた｡

しか し､ ヤ シ油 ､ サ トウキ ビ ､ 果物な どの多年生 作物は ､ 高 い 市場価格と技術革

新の 恩恵を受けた ｡ さら に ､ 有力な生 産者団体は 関税賦 課または優遇措置の 導入

を求め る ロ ビ
ー

活動に重点的に取り組ん だ だけで なく ､ 生産者価格の 安定化を成

し遂げ､ 改良された種子､ 栽培､ 収穫慣行の 研究に多額の 投資を行 っ た｡

1 9 9 0 年代の 収穫実績は ､ 将来性を明示するもの で は な い ｡ ペ ソ の 通貨切 り下 げや

一

部の 商品 の 世界的価格の 高騰 は ､
コ ロ ン ビ ア の 市場競争力を高め て い る ｡ 果物

は引き続き競争力を有して おり ､ 現在の 景気後退に もかかわらず､ フ ル
ー

ツ ジ ュ ー

ス 産業が成長 して い る と い うこ と は ､ 単に 工 業輸入 の 代替と して だけで なく ､ 果

物の 国内生産が輸出向けと しても得るもの が数多い ことを示して い る ｡

紛れもなく ､
コ ロ ン ビ ア は熱帯多年生作物 の 生 産や ､ 冬季に おける北 半球 へ の 青

果の 供給拡大 におけ る競争力の 優位性を有して い る ｡ あら ゆ る農業経済の 要件を

満たして い る コ ロ ン ビア の 気候を活かした生産だけで なく ､ 多く の広大な土地 は ､

輸出向けま たは 工 業向け の 農産物を生産する ため に ､ たや すく転換する ことが で

きる ｡

事実上 ､ 未開発 の 市場は森林製品市場で あ る ｡ 木材を生産する ため に 3 0 0 万 ヘ ク

タ
ー

ル 近 い 土地を活用で きる ｡ コ ロ ン ビ ア は 8 ～ 2 0 年間の 循環で 木材を再生産す

る潜在能力を備えて い る ｡ つ まり ､ 生産高は年間1 ヘ ク タ
ー

ル 当たり 2 5 立 方メ ー

トル を上 回る こ と に なる ｡ 入念 に計画され た森林拡張戟略に よ っ て ､ 温室効果ガ

ス排出取引市場で の 取引も可能となる ｡ ま た特筆すべ き他の 農業製品は ､ 異国情

緒あふ れ る果物や 油脂 ､ 草花栽培 ､ 加工 食品およ び エ ビの 養殖である ｡

しか し､ 農業セ ク タ
ー

は依然として数々 の 難題 に 直面 して い る ｡ 中でも重要なも

の は
､
ビ ジネ ス テ ク ニ ッ ク にお ける組織化

･

研修ならび に生産者向け技術 の 適切

な使用の 欠如 ､ コ ロ ン ビ アの 険しい 地形 に よ る高額な輸送 費､ 有効な金融機関の

活用等で ある ｡

こうした農業セ ク タ ー が直面 して い る 難題 に 村処する こ とを目的と した最も重要

な戦略の ひ と つ が ､ 平和プロ ジ ェ ク トの ため の 生 産的パ
ー トナ

ー

シ ッ プの 促進で

ある ｡ 最大の 目標は ､ 地 域社会､ 協同組合､ 民間セ ク タ
ー

間 の 地域パ
ー

トナ
ー

シ ッ

プを支援す る こ と によ っ て
､ 農村経済を再活性化させ る こと である ｡ こ の パ

ー

ト
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ナ ー シ ッ プは
､ 農村住民の福祉を改善し ､ か つ 農村部と都市部間の関係の 転換を

図る ことを目的と して い る ｡ 合法的収入 と雇用機会の 創出が平和 へ の プロ セ ス に

大きく貢献する と仮定する なら ば､ コ ロ ン ビ ア に と っ て ､ 農村部 へ の 投資は極め

て重要な意味をも っ て い る ｡

コ ロ ン ビア の 農業に は 数多く の投資の 機会が開かれ て は い る ｡ 主要農地は新設さ

れた高速道路の 近く にあり ､ さら に生産者団体 ､ N G O ､ 政府の すべ て の R & D に

投資を行 っ て い る ｡

よ っ て コ ロ ン ビ ア政府は ､ 農業 へ の 新たな投資が小自作農の 利益を生 み ､ それ を

受けて 持続 した農村開発ならびに和平 に貢献する こ とを求め て い る ｡ 研修､ 教育

およ び地域社会は そ の ようなプロ ジ ェ ク トを成功する ため の 基礎となる ｡ 環境

条件に応じて耕作用 の土地が公共財と して ､ 政府から提供される場合もある ｡

1 - 4 . 我が国の 開発協力実施状況

(1) コ ロ ン ビア は 石炭､ 石油等の 資源に恵まれ ､ 経済連営も比較的堅実で 中南米地 域

にお ける数少な い 債務繰延 べ を行 っ て い な い 国 の
一

つ で ある こ と､ ま た､ 我が国

と の伝統的友好関係およ び近年の 二 国間関係 の
一

層の 緊密化等を考慮 し､ 技術協

力を中心と した援助を実施 して い る ｡ 9 9 年1 月 の コ ロ ン ビア における地震災害 に

つ い て も ､ 我が 国は 緊急物資援助､ 緊急無償資金協力ととも に国際緊急援助隊救

助チ
ー ム お よ び医療チ

ー ム や
､
イ ン フ ラ等 の 復興支援の ため の 専門家等を派遣し

て い る ｡

コ ロ ン ビア で は治安の 悪化から ､ 9 1 年 ､ 9 2 年､ 9 8 年と邦人 の 誘拐 ･ 殺害事件が

相次 い だ こ とから ､ 現在安全確保の 観点から 人の 派遣を伴う援助は ､ 対象都市 ･

地域を制限 して実施して い る ｡

(2) 有償資金協力 に つ い て は ､ 居住環境 ､ エ ネ ル ギ ー

､ 農業開発分野 にお い て協力実

績がある ｡ また
､
コ ロ ン ビア政府は最近 ア ジ ア太平洋地域 へ の アク セ ス 改善を目

的と した整備計画を策定して おり ､ 我が国 の 協力に対する期待が高ま っ て い る ｡

無償資金協力に つ い て は ､ 文化無償､ 草の根無償が 中心であるが
､
8 5 年度お よ び

9 0 年度に は医療分野 の
一

般 プロ ジ ェ ク ト無償資金協力を行 っ た｡ 9 4 年度お よ び

9 8 年度に は地震被害に対する復興 ､ 被災者支援を行 っ て い る ｡

才支術協力に つ い て は ､ 援助関係者の 安全確保に十分な配慮を払 い つ つ ､ 保健 ･ 医

療 ､ 農業 ､ 鉱 工 業な どの 分野 で各種形態に より協力を行 っ て い る ほか ､ 交通 ､ 環

境等の 分野 で 開発調査を実施 して い る ｡
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(3) 政府開発援助実績

我が国の O D A 実績 ( 支出純額､ 単位 : 百万 ドル

暦年 贈 与 政 府 貸 付 合 計

無償資金協力 技術協力 計 支出総額 支出純額

1 9 9 4 1 . 1 7 ( 6) 8 .5 9 (4 6) 9 .7 7 ( 5 2) 1 8 . 3 6 8 .9 6 (4 8) 1 8 . 7 3 (1 0 0)

1 9 9 5 0 .6 8 ( 2) 1 1 .8 4 (3 4) 1 2 .5 2 ( 3 6) 3 2 .2 9 2 2
.
0 7 (6 4) 3 4 . 5 9 ( 1 0 0)

1 9 9 6 0 .8 0 ( 2) 9 .3 2 (2 5) 1 0 . 1 2 (2 8) 3 5 .3 1 2 6 . 4 8 (7 2) 3 6 .6 0 ( 1 0 0)

1 9 9 7 7 .2 8 (2 0) 8 .1 3 (2 3) 1 5 . 4 2 (4 3) 2 8 .1 8 2 0 . 2 3 (5 7) 3 5 .6 5 ( 1 0 0)

1 9 9 8 0 .8 6 ( 3) 7 .1 2 (2 5) 7 . 9 8 (2 8) 3 0 .0 4 2 0 . 9 7 ( 7 2) 2 8 .9 5 (1 0 0)

累計 3 5 . 6 7 (1 2) 3 5 . 6 7 (1 2) 1 8 2 . 6 1 (6 2) 1 8 2 .6 1(6 2) 1 1 0 . 7 7 ( 3 8) 2 9 3 .3 8

(1 0 0)

( 注) ( ) 内は ､
O D A 合計に占める各形態の 割合 ( % ) ｡

岨 _

D A C 諸国 ､ O D A N E T (支出純額､ 単位 : 百万 ドル)

暦 年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 うち日本 合 計

1 9 9 5
日 本 ス ペ イ ン フ ラ ン ス 米 国 ドイ ツ

3 4 . 6 1 6 0 .73 4 . 6 2 7 .9 2 2 . 1 2 1 .0 2 0 .4

1 9 9 6
日 本 ドイツ ス ペ イ ン 米 国 フ ラ ン ス

3 4 .6 1 5 9 . 83 6 . 6 3 2 .2 2 6 .6 1 7 .0 1 6 .5

1 9 9 7
ス ペ イ ン 日 本 ドイツ 米 国 フ ラ ン ス

3 5 . 7 1 7 1 . 24 1 . 1 3 5 .7 3 2 .0 2 3 .0 1 6 .5

国際機関 ､ O D A N E T ( 支出純額､ 単位 : 百万 ドル)

暦 年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 そ の 他 合 計

1 9 9 5
U N D P C E C U N T A W F P U N I C E - 1 0 .1 7 0 .9

6 0 . 3 1 4 .1 3 . 0 2 . 8 F O .9

1 9 9 6
U N D P C E C U N I C E W F P U N T A - 5 .9 9 1 .0

6 3 . 4 2 5 , 3 F 5 . 0 1 . 9 1 . 3

1 9 9 7
U N D P C E C I D B U N I C E U N T A 0 . 6 1 0 2 . 9

8 0 . 8 1 3 .3 3 .4 F 2 . 6 2 . 2

(4) 年度別
･ 形態別実績 ( 単位 : 億円)

我が国の コ ロ ン ビア国 に対する政府開発援助実績は ､
9 8 年度まで の 累計で ､ 有償

資金協力で ､
6 7 3 .1 6 億円､ 無償資金協力で ､ 5 8 . 63 億円お よ び技術協力は 19 0 . 8 0

億円で ある ｡ また技術協力 の 内訳は 以下 の とおりとな っ て い る ｡
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研修員受入

専門家派遣

調査団派遣

協力隊派遣

機材供与

プロ ジ ェ ク ト技協

開発調査

1
,
7 1 5 人

3 5 1 人

1 , 2 3 5 人

1 4 1 人

2
,
6 8 9 . 7 百万円

5 件

4 1 件
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2 . アトラ ンチ コ 県の概況



2 . ア トラ ンチ コ 県の概況

調査地域 の ア トラ ン チ コ 県は ､
コ ロ ン ビ ア国の 北部に位置し､

カ リ ブ海に面 して い る｡

首都ボ ゴタ から空路で ほ ぼ 1 時間半の とこ ろ にある ｡

県の 面積は 3 ,3 8 8 k m 2 で あり ､ コ ロ ン ビ ア の各県で は面積が小さ い 方で ある ｡ 地形は

全般に平坦 で ､ 最も
'
高 い とこ ろ で海抜 7 0 0 m 程度､ 県内はほ ぼ海抜2 0 0 m 以下 の 地形か

らな っ て い る ｡ 県の 東部 には コ ロ ン ビア を代表する河 川で ある マ グダ レ ナ川 が北流 し

て い る ｡ ア トラ ン チ コ 県は こ の マ グ ダレナ川 の デ ル タ から形成され て い る ｡ マ グダ レ

ナ川の 流量は渇水時で約 2 , 5 0 0 m
3/ s (5 年確率) ､ 洪水時で 16 ,7 0 0 m 3/ s ( 5 0 年確率)

を示して い る ｡

こ の 地域 の 年間降雨量 は約 1 , 0 0 0 m m で ､ 雨期 は 4 月 から 11 月まで の 8 ケ月間 ､ 乾期

は 1 2 月か ら 3 月まで の 4 ケ月間と な っ て い る ｡ 年間平均気温は 2 8 . 3 ℃で ､ 月平均気温

は年間を通じて ほ ぼ
一

定して い る ｡ 蒸発量 は 1 ,9 3 3 m m /年であり ､ 年間降雨量 の ほ ぼ 2

倍の 値を示して い る ｡

アトラ ン チ コ 県の 気象

項 目 u n i t E n e F e b M a r A b r M a D i c 備考
=

2 8 . 0 2 8 .3

2 8 1
,
0 0 0

7 4 7 4 .8

1 .5 3 1 .0

1 5 6 1
,
9 3 3

O ct N o v
= = = = 王 ≡ 王 = ≡:= = = 丘

2 7 .4 2 7 . 7

1 6 8 1 1 3

8 2 8 1

0 .4 5 0 .5 4

1 2 4 1 2 2

旦望旦_ _ _ _旦望L _ 旦g L _巨盟

2 8 . 7 2 8 . 9 2 8 .5 2 8 .1

1 0 7 1 0 2 1 2 4 1 4 2

7 7 7 4 7 7 8 0

0 . 3 5 0 .7 5 0 . 3 8 0 . 4 5

1 5 0 1 7 1 1 6 8 1 3 8

温

量

度

速

量

雨

発

気

障

湿

風

蒸

℃ 2 8 .1 2 8 , 4 2 8 .8

m m 6

% 6 9

m / s e g l . 6 2

m m 1 8 2

7 1 4

6 8 6 8

1 .8 6 1 .9 2

1 8 1 2 0 1

2 8 .0 2 8 .6

7 7 1 1 2

7 1 7 6

1 . 4 3 0 . 4 9

1 7 7 1 6 3

( 注) 備考欄で ､ 気温 ･ i屋度 ･ 風速は 年平均値 ､ 降雨量 ･ 蒸発量は年合計を示す｡ 出典 : I N A T

ア トラ ンチ コ 県の 人口 は 1 8 7 万人 ( 1 9 9 3) で ､ 人口 密度は コ ロ ン ビアで 最も高い ( 5 5 2

人/ k m 2) 県で あ る ｡ 県庁所在地 は バ ラ ンキ
ー

ジ ャ 市で ､ 人 口 は約 1 0 0 万人 であり ､

県の 人口 の 大部分は こ れら都市に居住 して い る ｡ 県は 2 3 の行政区 ( 市町村) に分か れ

て おり ､ 3 万 人以上 の 人口が居住する行政区は 8 地区ある ｡ 人 口密度が高い 地区は ほ ぼ

県の 中央部 にあり ､
北 西地域の 人口密度は 3 0 人 / k m 2 で ､ 県内で の 最も低い ｡

その 中で もバ ラ ン キ ー

ジ ャ 市は コ ロ ン ビ アで も最も人口増加率を示して い る 町で あ る ｡

理由は ､
カリ ブ 海と コ ロ ン ビ ア第

一

の 河 川で あ る マ グ ダ レ ナ川 に面 して い る こ とで ､

港湾が整備されて おり
､ 輸出産業が発達し､ 地方の 人口 を吸収 して い る こ とに よ る ｡

県内の 道路網は コ ロ ン ビア で も比較的整備され て い る方である ｡ 県内に は国道 9 0 号線

を始め ､ 舗装通が隈無く張り巡 らされ て い る ｡ またバ ラ ン キ
ー

ジ ャ 市南部 の 空港は A

ク ラ ス の 空港で もある ｡

県の 北 部は カリ ブ海に面 して おり ､ 美し い ビ
ー

チ を背景と してリ ゾ
ー

ト施設が整備さ

れて い る ｡

･ 9 -



県の 経済は農業が重点的位置を占め ､ 家畜､ 漁業お よび工業と続 い て い る ｡

ア トラ ン チ コ 県の 主 な農産物は ､ トウ モ ロ コ シ ､
ソ ル ゴお よ びジ ュ カ等 の穀類､

プラ

タ ノ ( 食用ハ
○

ナナ) お よ び綿花で ある ｡ これら の 農産物の 1 9 9 1 ～ 1 9 9 8 年までの 8 年間

の 生産高の 推移を表 2 - 1 . に示す｡ トウ モ ロ コ シ の 生 産高が僅かながら伸び て い る の に

対し､ 綿花の 生産高は年々 減少傾向にある ｡ 他の 作物 の 生産高はほ ぼ横這 い で ､ 年に

よ っ て かなり の 変動差がみ られる ｡

ト マ ト
､
メ ロ ン およ びキ ャ ベ ツ 等の 野菜類は

一

部 の 地域で 作付け されて い るが ､ 量的

には少なく ､
また潅漑用水が得られ る とこ ろ に限られて い る ｡

また ､ 近年降雨量が減少傾向にあ る の と ､ こ の 地域 の 年間蒸発量 が降雨量 の 約 2 倍を

示して い る ことか ら ､ 県内の
一

部で は農地 の 塩分遡 上 の 問題 を抱えて おり ､ 作物減収

の 一

因ともな っ て い る ｡

コ ロ ン ビア国は ほ ほ全域的に ､ 外務省よ り ｢ 観光旅行延期勧告: 危険度2 + なら びに

｢ 渡航延期勧告 : 危険度3 + が発 出されて おり､ ア トラ ンチ コ 県は ｢ 観光旅行延期勧

告: 危険度2 + に相当する地域である ｡ しかし ､ 県は 海抜 2 0 0 m 以下 の 低平地からな

り ､

一 般 に ゲリ ラ の 拠点とな る山岳地帯から離れて い る ため ､ 治安は他の 地域と比 べ

維持されて い る と い われて い る ｡

･ 1 0 -



蓑2＿1．アトランチコ県の主要農産物の生産高の推移（1991、1998）
■　　　　　　　　　　　　　　　■■■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　‾　　　　‾‾

1991　1992　　1993　　1994　　1995　　1996　　1997　　1998　Premedio　割合（％）
－－　－－：＿　　　　　　　－　－　－　　－－－－　　　　－－　－－－　　　　－　　　－－　　　　　　　　　－　－－－　　　－　　－　－－　　－　　・・－－　　　・・－－－－－　　　－－　－　‾　　　－－　－

（ha）　821，800　695，656　730，504　750，895　756，313　593，455　573，435　454，629　672，086

（ton）1，273，6001，045，6701，129，752　924，9671，019，716　966，9221，056，910　744，5721，020，264

（ha）　　7，100　7，180　12，391　7，309　10，523　　13，720　12，050　8，148　　　9，803　1・46

（ton）　　7，600　6，012　15，082　　7，895　11，569　　16，446　15，164　7，774　　10，943　1・07
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

(Ha）　256，500　245，005　201，757　219，285　180，751134，815　102，620　　62，627　175，420

（ton）　738，300　751，785　633，304　649，319　553，818　444，794　329，706　189，307　536，292

（ha）　　9，400　　6，100　　6，577　　4，573　　6，534　　4，457　　5，768　1，936　　5，668　3・23

21，400　　9，100　　9，304　　8，324　11，988　　6，790　　9，758　　2，158　　9，853　1・84
(ton）＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　＿＿

ha）173，996　181，255　186，499　189，603　182，697　198，472　182，071176，944　183，942

（ton）1，645，2131，650，9611，900，1901，794，6111，801，0792，019，7481，676，5601，597，0051，760，671

（ha）　　3，085　10，715　　8J91　5，954　　5，473　　7，840　　5，664　　6，798　　6，790　3・69

（ton）　　9，255　90，511　65，196　43，519　43，043　65，585　　38，906　　57，030　　51，631　2・93
■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾　　　　‾‾

ma）　347，035　356，678　371，225　375，370　385，876　385，174　379，091　365，907　370，795

（ton）2，456，0922，572，8922，514，7832，395，6152，815，7282，657，6642，679，0172，424，7842，564，572

（ha）　　　510　　　470　　155　　197　　　231　　247　　　285　　　378　　　309　0・08

（ton）　　3，570　　3，290　1，179　1，649　1，911　1，891　2，907　　2，807　　2，401　0・09
■　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾　　　　‾‾

ha）　　8J30　　5，855　15，389　14，099　11，887　11，095　10，502　　6，163　10，428

（ton）　　5，602　　3，785　　9，772　　8，768　　6，944　　7，527　　6，947　　3，450　　6，599

（ha）　　　240　　　　5　　149　　　287　　　450　　128　　　229　　　23　　189　1・81

ton　　　146　　　　2　　　89　　　201　　315　　102　　　205　　　14　　134　2・03
■■■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾‾　　　　　‾‾

（ha）　262，160　222，866　119，378　　74，297　　83，717　104，351　61，280　　47，510　121，945

（ton）　432，269　324，428　187，270　149，219　148，818　184，107　108，998　96，764　203，984

ha）　　3，400　　2，650　　　512　　　　　　　　　　　1，105　　　677　　　47　　1，049　0・86

（ton）　　3，830　　2，332　　　737　　　　　　　　　　　1，298　　　753　　　34　1，123　0・55
■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　‾‾

C ultivos V ariable s
二　　　　　　~　　　　一言T:　　　　　　　　　　-

Maiz Nacional Superficie

(トウモロコシ　　　　　　　　　Produccion

Atlantico Superficie

Produccion

Sorgo Nacional Superficie

(もろこし　　　　　　　　　　Produccion

Atlantico Superficie

Produccion

Yuca Nacional Superficie

(キヤッサバ　　　　　　　　　Produccion

Atlantico Superficie

Produccion

Platano Nacional Superficie

(食用バナナ　　　　　　　　Produccion

Atlantico Superficie

Produccion

Aj onjoli Nacional Superficie

(ゴマ　　　　　　　　　　　Produccion

Atlantico Superficie

Produccio n

Aldogon Nacional Superficie

(綿花　　　　　　　　　　Produccion

Atlantico Superficie

Produccion

出典: Anuario Estadistico 1998, Ministerio de Agricultura y Desarrollo Rural

(注) :割合(%)は､アトランチコ県の生産高の国に占める割合を示す｡
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3 .
ア ト ラ ン チ コ 県パ ル マ ル

･

デ
･ バ レ ラ 地区農村環境整備計画

3 - 1 . 計画 の 背景

こ の 地域で は ､
以前 トウ モ ロ コ シ ､

ソ ル ゴお よび綿花等の 農作物が栽培されて い た

が ､ これら の 農地は改廃され ､ 土地利用は大きく変化してきた｡ 現在で は ､ 牧場が

主体とな っ て い る ｡ こ の 地域で ､ 農業が衰退してきた理由は ､ 産漑施設が整備され

て い な い ためで ある ｡ 現在 ､ 主 に トウ モ ロ コ シや ジ ュ カ ( キ ャ ッ サ バ) 等の 穀類が

限られた地域で 生産されて い る にすぎな い ｡ また ､ 排水施設も整備され て い な い た

め ､ 既存農地 で 潅漑を行 っ て い る とこ ろ で は塩分集積の 問題も抱えて い る ｡

しかし ､ こ の 地域で は年間降雨量約 1 , 0 0 0 m m ､ 年平均気温 2 8 ℃前後あり､ 気象

条件に 恵まれて い る ｡ また､
マ グ グ レナ川 の デ ル タ地帯で ある こ とから水資源の 利

用も容易であり､ 土壌条件にも恵まれ ており､ 野菜､ 果樹等付加価値の 高 い 農産物

の 生 産に適して い る ｡

そして ､ 県庁所在地 である バ ラ ン キ
ー

ジ ャ市に 近く ､ バ ラ ン キ
ー ジャ 市周辺 で は港

湾や 空港も整備されて おり､ 国内市場お よ び米国等海外消費国 へ の ア クセ ス も良く ､

生産物市場も多様性が ある ｡

以上 の ような理由から ､
1 9 8 0 年代 にマ グダ レナ川下流域で約 13 , 0 0 0 b a の 潅漑計

画 に関する プ レ F/S が実施され たが ､ 経済的理由から､ その 後進展を見て い ない ｡

コ ロ ン ビア政府は こ の 地域 の 早期開発実施を希望して おり ､ 日本か ら の協力を要望

して い る ｡

3 - 2 . 調査地域 の 概要

( 1) 位置
･ 地形

調査地城 の パ ル マ ル ･ デ
･ バ レ ラ地区は ､

ア トラ ン チ コ 県東部にあり ､
マ グダ レ ナ

川 に面 してお り ､ バ ラ ン キ ー ジ ャ 市か ら陸路で ほ ほ南に 3 0 k m の と こ ろ にあ る ｡

パ ル マ ル ･ デ ･ バ レ ラ地区 の 地形 は全般的に平坦 であり ､ 地区内の 平均標高は海抜

1 6 皿 で ある ｡ 地 区東部 には コ ロ ン ビ アを代表す る河川で ある マ グダ レ ナ川が 北流

して い る ｡

(2) 気象条件

こ の 地域 の年間降雨量 は約 1 , 0 0 0 m m で ､ 雨期は 4 月 から 1 1 月 まで の 8 ケ 月間､

乾期は 1 2 月から 3 月 まで の 4 ケ月間とな っ て い る ｡ 年間平均気温は 2 8 . 3 ℃で ､ 月

平均気温は年間を通 じて ほ ぼ
一

定 して い る ｡ 蒸発量 は 1 , 9 3 3 m m /年で あり ､ 年間

降雨量 の ほ ぼ 2 倍の 値を示して い る ｡

ー 1 2 -



パ ル マ ル ･

デ
･ バ レラ地区の 気象

項 目 u n it E n e F e b M a r A b r M a y J u n J 山 A g o S e p O c t N o v D i c 備考

気 温 ℃

降雨量 m m

湿 度 %

風 速 m / s e g

蒸発量 m m

2 8 .1 2 8 .4 2 8 . 8

6 7 1 4

6 9 6 8 6 8

1 .6 2 1 . 8 6 1 .9 2

1 8 2 1 8 1 2 0 1

2 8 ,0 2 8 .6 2 8 . 7 2 8 . 9

7 7 1 1 2 1 0 7 1 0 2

7 1 7 6 7 7 7 4

1 .4 3 0 . 4 9 0 . 3 5 0 .7 5

1 7 7 1 6 3 1 5 0 1 7 1

2 8 .5 2 8 . 1

1 2 4 1 4 2

7 7 8 0

0 . 3 8 0 . 4 5

1 6 8 1 3 8

2 7 .4 2 7 . 7

1 6 8 1 1 3

8 2 8 1

0 .4 5 0 .5 4

1 2 4 1 2 2

2 8 . 0 2 8 .3

2 8 1
,
0 0 0

7 4 7 4 .8

1 .5 3 1
.0

1 5 6 1
,
9 3 3

( 注) 備考欄で ､ 気温 ･ 湿度 ･ 風速は年平均値､ 降雨量 ･ 蒸発量は年合計を示す｡ 出典 : Ⅰ 仙 T

(3) 現況土地利用

計画対象地域 の現況土地利用は以下 の とおりであ る ｡ 牧場は全面積の 8 3 . 1 % を占

め ､ 既存農地 は僅か 3 . 5 % に すぎな い ｡

計画対象地域 の 現況土地利用

土地利用 面積 (b a) ( % )

永年作物 ( 果樹 ､ ジ ュ カ等) 1 2 0 .2

単年作物 ( 野菜等) 2 2 8 3 .3

P a n c o g e r 1 2 8 1 .8

牧 場 5
,
7 7 7 8 3 . 1

そ の他 8 0 5 1 1 ･ 6
1

合 計 6
,
9 5 0 1 0 0

出典 : I N A T

(4) 水 源

潅漑用水の 水源とな る マ グダ レ ナ川の月別取水可能量 は以下 の 通 りで ある ｡ 5 年確

率年で ､ 最小 とな る の は 3 月 で ､ 2 , 5 5 2 m
3/ s であり

､
量的には全く問題ない ｡

マ グ ダ レ ナ川で の月 別取水可能量

単位 : m 3/ s

皇 塑 塑 ≡

1/ 5 年 3
,
6 0 2 2

,
7 4 7 2

,
5 5 2 3

,
0 4 5 4

,
7 4 1 6

,
1 7 7 5

,
6 2 3 5

,
4 1 3 5

,
4 7 4 6

,
7 1 1 8

,
3 7 7 7

,
0 9 4

ユ 払

出典: I N A T
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3 - 3 . 計画の 概要

(1) 計画面 積と土地利用計画

計画村象地域 は 6 ,9 7 0 b a であり､ これら の 地域 は全て潅漑用と して利用でき る ｡

土地利用計画 は ､ 以 下の とおりと なる ｡ 農地面積は全体で ､ 約 4 ,2 0 0 b a ( 6 0 % )

となり ､ 牧草地面積は 1 , 8 5 6 b a ( 2 7 % ) まで 減少する ｡

農作物で は穀類 ､ 野菜､ 豆を主とする単作物や果樹を中心と した永年作物が作付け

され る ｡

土地利用計画

作 物 名 面積 (b a) 作 物 名 面積 (b a)

単年度作物 2
,
6 9 7 (3 8 .8) 永年作物 1

,
5 0 0 ( 2 1 . 6)

綿 花 8 5 レ モ ン 2 2 4

ソ ル ゴ 4 4 0 パ パイ ヤ 1 9 3

コ メ 4 1 5 ザポテ 8 7

ナ ス 8 5 ジ ュ カ 2 5

メ ロ ン 2 3 4 マ ン ゴ 9 4

ト マ ト 1 5 5 ヴ ァ ジ ャ バ 6 2 5

イ ン ゲ ン 豆 2 2 7 プ ラ タ ナ 2 5 2

フ リ ホ ー ル豆 2 3 4 P a n c o g e r 2 4 5 ( 3 . 5)

ト ウモ ロ コ シ 5 9 5 牧 草 1
,
8 5 6 ( 2 6 . 7)

ト ウ ガ ラ シ 2 2 7 そ の他 6 5 2 ( 9 . 4)

合 計 6
,
9 5 0 ( 1 0 0)

(2) 潅漑計画

潅漑用水は地域東部を北流する マ ググレ ナ川からポ ン プ取水する ｡ ポ ン プ揚水量 は

5 . 0 0 m 3/ s で
､
1 . 7 0 m 3/ s x 4 台 ( 1 台は予 備ポ ン プ) の 計画とする ｡

幹線用水路 の通 水量 は 5 . 0 0 m 3/ s
､ 全 長 2 , 5 0 0 m とする ｡

(3) 排水計画

こ の 地域 の 年間降水量 が約 1
,
0 0 0 m m で ある の に対 し､ 蒸発量 は約 2 , 0 0 0 m m と

降水量 の 倍の 値を示す ｡ こ の ため ､ 地中 の 水分が下層から上層に向か い ､ 同時に可

溶性の 塩類を地表まで運 び ､ 地表に は塩類が集積する ｡

こ の 地域 の 塩害 は排水不良に起因するも の で あり ､ そ の 対策と して は排水改良を

行 っ て ､ 地下水位を下 げる こ とが有効で ある ｡ したが っ て ､ 塩 害対策と して ､ 排水

路によ る排水計画を策定する ｡

･ 1 4 ･



(4) 農道計画

プロ ジ ェ ク ト地域内の 主要道路は ､ マ グ ダレナ川 に沿う道路 だけで そ の 他の 道路は

整備され て い ない ｡ したが っ て ､ 雨期に は悪路となり ､ 農産物の 集出荷に支障を来

すため道路整備を計画する ｡ 整備区間は 5 路線で ､ 全長 4 . 8 0 k m とする ｡

(5) 施設計画

本計画の 主要施設は以下 の とおりである ｡

施 設 名 諸 元 備 考

主ポ ン プ場 Q = 5 .0 0 m 3/ s

1 . 7 0 m 3/ s X 4 台 ( 1 台は予備ポ ン プ)

水源 は マ ググ レ ナ 川

幹線用水路 Q = 5 .0 0 m 3/ s ､ 全長 : L = 2 , 5 0 0 m

排水路 7 系統 ､ 全長 : L = 3 ,5 0 0 m 塩害対策

農 道 集落間農道 5 路線 : 全長 : Ⅰヌ 4 ,8 0 0 m

3 - 4
. 総合所見

( 1) 技術的可能性

計画地区の 年間降水量 は約 1 , 0 0 0 m m ､ 年平均気温 は 2 8 ℃前後で あり ､ 気象条件は

比較的恵まれて おり ､ 農業生産活動その もの に支障はな い ｡ 本計画は マ グ ダ レナ川

からの ポン プ取水に よ る潅漑計画で あ るが ､
マ グ グ レ ナ川は乾期で も 2 , 5 0 0 m 3/ s

以上 の流量 があり､ 量的に は全く問題ない ｡

ま た､ 本計画を担当する土 地改良庁は コ ロ ン ビア 国の 潅漑事業を実施する 唯
一 の 機

関であり ､ 潅漑計画に関する十分な実績 ､ 技術を備えて おり ､
カウ ン タ

ー パ ー ト機

関 として ､ 本プロ ジ ェ ク ト遂行に支障はな い ｡

(2) 社会
･ 経済的可能性

ア トラ ンチ コ 県は コ ロ ン ビア 国の 中で も ､
比較的治安が維持され て い る 県で あ る ｡

また県内に は ､ コ ロ ン ビア有数の 商業都市バ ラ ン キ
ー

ジ ャ市を控えて おり ､ 港湾､

空港も整備され ､ 農産物市場 へ の ア クセ ス は コ ロ ン ビアで も最も恵まれ て い る ｡ こ

うした社会条件下 の ため ､ 県および バ ラ ン キ
ー ジ ャ 市は コ ロ ン ビ アでも人 口増加率

が最も大きなとこ ろ で ある ｡

本計画は現在その 殆 どが牧草地で ある とこ ろを ､ 農地面積全体で約 4 , 2 0 0 b a 開発

する計画で ある ｡ したが っ て ､ 農産物生 産性向上と労働力雇用の 械会を与え る こ と

に なり ､ 地域社会に対する 影響およ び経済的波及効果も極め て大き い と考え られ る ｡
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(3) 現地政府
･ 住民の 村応

本計画は農業省 の 下部機関で ある土地改良庁 の もとで 実施され る ｡ 土地改良庁は コ

ロ ン ビア 国の 潅漑事業を実施する機関で ､ 本計画もプ レ F/S が実施されて い た こと

から ､ 本計画に対する現地政府の 期待は 高い ｡

- 1 6 -



4 . ア トラ ンチ コ 県アズセナ地区農村環境整備計画



4．アトランチコ県アズセナ地区農村環境整備計画

4－1．　計画の背景

プロジェクト地域のアズセナ地区は,アトランチコ県西部に位置しており, Juan de

AcostaとPiojoの2つの地区にまたがっている｡

この地区の農民の生活水準は県でも最貧の部類で、地域の90％はまだ電化されていな

い。また、水道も整備されてなく、この地域の人々は浅井戸を利用しており、水に関す

る病気が多い。

またこの地区は、アトランチコ県でも農業条件が劣っているところで、農産物の生産高

はこの4年間で67％も減少してきた。理由は、近年降雨量が減少してきたことと、土

壌内の塩分濃度が増加してきて作物栽培適地が限られてきたためである。

このため、アトランチコ県はこの地域でため池を利用した港漑計画によって、農産物の

生産性の向上とこの地域の貧困の解消をめざしてきたが、資金の手当がつかず、その後

進展を見ていない。

コロンビア政府は、この地域の農業開発計画を希望しており、日本からの協力を要望し

ている。

4－2．　調査地域の概要

（1）位置・地形

アズセナ地区は、バランキージャ市から陸路で南西方向に約50kmのところにあ

る。

プロジェクト面積は2,590haで,JuandeAcosta市で2,240ha,Piojoでは350ha

である｡

地区内の最高標高は海抜200m程度で,農地の大部分は100m以下の低平地にあ

る｡流域内の主要河川はCascabel川で,この河川はPiojo川, Guacaribana川お

よびVito川等の支流河川をもつ｡

プロジェクトエリアの人口は､約2,300人であり, Juan de Acosta地区に1,850

人, Piojo地区に450人が住んでいる｡

(2)気象･水文

地区内では長期的な気象水文観測が行われていないが,約35 km東部のPalmarde

Varelaと大差ないものと思われる｡年間降水量は約1,000m,年平均気温は28℃
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流域内の主要河川Cascabel川および支流河川Piojo川,Guacaribana川およびVito

程度である。また、雨期は4月から11月までの8ヶ月間、乾期は12月から3月

までの4ヶ月間である。

川等は乾期は水無川となる。

（3）農相の現状

この地区はアトランチコ県で最も貧困な地域で、電気や水道等の公共施設の整備が

遅れている。また、最近では降雨量の減少と農地の塩分遡上の問題で、農地面積が

減少してきている。

この地域の貧困農民は山地に住んでおり、潅漑用水が容易に得られない。家屋は貧

弱で、壁および床は土で、電気・水道も利用できない。彼らの財産は数頭の牛、鶏

および粗末な家財道具くらいである。これらの農家の換金作物は、ミジョ、トウモ

ロコシおよびジュカ等の穀類が中心でいずれも付加価値の低い作物である。した

がって、農家の年間収入は低く、200万ペソ（USDl，000：現地調査時のレート

2，000ペソ／USD）程度である。

4－3．　計画の概要

本計画はCascabel川流域にため池､直概施設,排水施設および農道等を整備し,流域

内の農産物の増産を図り､地域住民の生活水準の向上と農相社会を活性化させるもので

ある｡

計画概要は以下のとおりである。

（1）計画対象地域と計画面積・

計画対象地域はJuandeAcosta市とPiojo市の2つの市からなり､JuandeAcosta

市の2,240ha, Piojo市の350ha,計2,590haである｡

(2)港概計画

流域内の主要河川はCascabel川で,この河川はPiojo川､ Guacaribana川および

Vito川等の支流河川をもつ｡ Guacaribana川およびVito川にため池を築造し,乾

期における港概用水の供給を行う｡

計画港概面積はGuacaribana川流域で980 ha,Vito川流域で540 haの計1,520 ha

である｡

計画対象作物は、ソルゴ、ジュカ、トウモロコシおよびミジョ（きび類）等の穀類

と果物（マンゴ、レモン、パパイヤ等）である。
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(3) 排水計画

こ の 地域 の 年間降水量が約1 , 0 0 0 m m である の に対し､ 蒸発量は約 2 , 0 0 0 m m と

降水量 の倍 の値を示す｡ この ため ､ 地中 の水分が下層から上層に向か い ､ 同時に可

溶性の 塩類を地表まで 運び､ 地表に は塩類が集積する ｡

こ の 地域の 塩害は排水不良に起因するも の で あり ､ そ の 対策として は排水改良を

行 っ て ､ 地下水位を下げる こ とが有効で ある ｡ したが っ て ､ 塩害対策として ､ 排水

路に よ る排水計画を策定する ｡

(4) 農道計画

プ ロ ジ ェ ク ト地域内の 主要道路は バ ラ ン キ
ー ジ ャ に つ なが る道路だ けで ､ その 他の

道路は非舗装道路で ある ｡ 特 に ､ 集落間の 道路は雨期に は悪路となり農産物の 集出

荷に支障を来すため 道路 の 整備を行う ｡ 道路整備は地 区内道路 は復旧 ､
ため池まで

の ア クセ ス 道路 は新設とする ｡

整備区間は新設 1 1 . 3 k m ､ 復旧 2 1 .5 k m の 計 3 2 . 8 k m か らなる ｡

(5) そ の 他

2 ケ所の ため 池の電 気施設 の ため に ､ 変電所 2 ケ 所､ 送電線 1 5 . 5 k m を計画する ｡

(6) 施設計画

プ ロ ジ ェ ク トの 主要港漑施設は ､
ため 池 2 ケ所 ､ ポ ン プ場 2 ケ所 ､ 潅漑用水路 ､

排水路およ び農道等からな る ｡ こ れらの 施設の 概要は以 下 の とおりである ｡

G u a c a rib a n a 川流域

施 設 名 施設諸元 備 考

ため池 型 式 : ア
ー

ス ダム

堤 高 : 1 5 .O m

場 長 : 2 0 0 .O m

有効貯水容量: 5
,
8 0 0

,
0 0 0 m 3

ポ ン プ場 揚水量 : 9 0 0 1t r/ s

ポ ン プ台数: 4 5 0 1t r/s x 3 台

濃漑用水路 主 パ イプ ライ ン P V C 4 イ ン チ

排水路 数路線

農 道 新設 (アスファい 舗装) : 5 .4 k m

新設 ( ため池アクセス道路) : 2 .5 k m

復旧 ( 地区内道路) : 1 4 . 5 k m

電力施設 送電線: 2 . 5 k m

電力量 : 1
,
0 0 0 K V A

た め 池電力施設用

･ 1 9 ･



V it o 川流域

施 設 名 施設諸元 備 考

ため池 型 式 : ア ー

ス ダム

堤 高 : 1 1 . 5 m

堤 長 : 3 6 0 m

有効貯水容量: 3 , 4 0 0 , 0 0 0 m 3

ポ ン プ場 揚水量 : 4 5 0 1t r/ s

ポ ン プ台数 : 4 5 0 1t r/s x 2 台

潅漑用水路 主 パ イ プライ ン P V C 4 イ ン チ

排水路 数路線

農 道 新設 ( ため池アクセス道路) : 3 .4 k m

復旧 ( 地区内道路) : 7 . O k m

電力施設 送電線 : 1 3 .O k m

電力量 : 1 , 0 0 0 Ⅰ( V A

た め池電力施設用
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4 - 4 . 総合所見

(1) 技術的可能性

計画地区の 年間降水量は約 1 , 0 0 0 m m ､ 年平均気温は 2 8 ℃前後であり､ 気象条件

は比 較的恵まれており ､ 農業生産活動そ の も の に支障は な い ｡ 本計画は ため 他に よ

る潅漑計画で あるが ､
ため 池へ の必 要水量 の 貯留は雨期を通じて 十分可能で ある ｡

また
､ 本計画を担当する土地改良庁は コ ロ ン ビア 国の 潅漑事業を実施する唯

一

の機

関で あり ､ 潅漑計画に関する十分な実績 ､ 技術を備えており ､ カ ウ ン タ
ー パ ー ト機

関と して ､ 本プロ ジ ェ ク ト遂行に支障は な い ｡

(2) 社会
･ 経済的可能性

ア トラ ン チ コ 県は コ ロ ン ビア国の 中で も ､ 比較的治安が維持されて い る県であ る ｡

また県内に は ､ コ ロ ン ビア有数の 商業都市バ ラ ン キ ー ジ ャ市を控えて おり ､ 港湾､

空港も整備され ､ 農産物市場に対する アク セ ス 条件は こ の 国で最も恵まれて い る ｡

こう した社会条件下 の ため ､ 県お よ びバ ラ ン キ
ー ジ ャ市は コ ロ ン ビ ア でも人 口増加

率が最も大き なと こ ろで ある ｡

本計画は 県内で も貧困層が最も多い とこ ろを対象とし､ 農産物の 生産性向上 と貧困

層 の解消を目的として い る こ とか ら地域 社会に対する影響およ び経済的波及効果

も大きい と考 えられ る ｡

(3) 現地政府 ･ 住民 の 対応

本計画 は農業省 の 下部機関で ある 土地改良庁の もとで 実施される ｡ 土地改良庁は コ

ロ ン ビア 国の 潅漑事業を実施する機関で ､ 本計画もプ レ F/S が実施され て い た こ と

から､ 本計画 に対する現地政府およ に地元関係者 の期待は大きい ｡

また
､
コ ロ ン ビア政府の 主要政策で ある プラ ン

･ コ ロ ン ビ アで は
､ 農村部の 貧困解

消が掲げられて おり ､
こ の プロ ジ ェ ク トは政府の 政策に沿う もの で ある ｡

･ 2 1 ･
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添付資料

1 . 調査員 の 略歴 ･ 調査日程

調査員の 略歴 ･ 調査 日程を別表に示す｡

添 - 1



調査 日程お よ び調査員の 経歴 ( そ の 1 )

罫

N

日 程 表 調査員名お よ び経歴
日数 年月 日 出発地 到着地 宿泊地 備 考 調査員名 経 歴

1

平成1 3 年

3 月 7 日(水) 東京 ボ ゴタ ボ ゴ タ 出国 (J L O 4 6 1 2 : 3 5 東京発 ､
9 : 0 0 ダ ラ ス 着､ 北 口 敬 昭和5 0 年 ハ

○

シフイブクコンサルタンツ

A A 1 6 1 4 1 1 :1 0 ダ ラ ス 発 ､ 1 4 : 5 6 マイアミ着､ 【総括/農村開発 株式会社入社

A A 9 1 5 1 7: 1 0 マイアミ発､ 2 0 :4 8 ボ ゴ タ着) 昭和5 9 年 ( 株) ハ
○

シフイツタコンサルタンツ

インタ+
･

ショナル

現在､ 第ニ コンサ析インク
◆

事業部

農業開発部

2 3 月 8 日 (木) ボ ゴ タ J I C A ､ I N A T と打合せ

3 3 月 9 日 (金) ボ ゴ タ I N A T と打合せ ､ 資料収集
4 3 月1 0 日 ( 土) ボ ゴ タ 資料収集 ･ 整理

5 3 月1 1 日 ( 日) ボ ゴ タ 資料整理

6 3 月1 2 日 (月) ボ ゴ タ 日本大使館 ､ I N A T と打合せ

7 3 月1 3 日 (火) ボ ゴ タ ハ
ナ

テンキーシ
○

ヤ ハ
ー

ランキ
ー

シ
す

ヤ 移動 ( A V 9 5 2 4 8 : 2 0 オさゴ タ発､ 9 : 3 0 ハ
ナ

テンキー シ
●

ヤ着)

現地調査 (P al m a r d e V a r el a 地区)
8 3 月1 4 日 (水) ハ

ナ

テンキー シ
す

ヤ 現地調査 ( P o n e d e r a 地区)
9 3 月1 5 日 (木) ハ

中

ランキー シ
寸

ヤ 現地調査 (J u a n d e A c o s t a 地 区)
1 0 3 月 1 6 日 (金) ハ

○

ランキー シ
す

ヤ ボゴ タ ボゴ タ 現地調査 (G al a p a 地区)

移動 ( A V 9 5 3 7 1 9 : 2 5 ハ
●

ラントシ
◆

ヤ発 ､
2 0 :3 5 ボ ゴ タ着)

1 1 3 月1 7 日 ( 土) ボ ゴ タ 資料整理

1 2 3 月1 8 日 ( 日) ボゴ タ 資料整理
1 3 3 月1 9 日 (月) ボ ゴ タ 資料収集 ･ 整理
1 4 3 月2 0 日 ( 火) ボ ゴ タ I N A T と打合せ

1 5 3 月2 1 日 (水) ボゴ タ 現地調査 (C o r p oi c a) ､
I N A T と打合せ

1 6 3 月2 2 日 (木) ボゴ タ 現地調査 ( ボ ゴタ 川流域)

1 7 3 月2 3 日 (金) ボ ゴ タ 現地調査 ( ボ ゴタ川流域)
1 8 3 月2 4 日 ( 土) ボ ゴ タ 資料整理

1 9 3 月2 5 日 ( 日) ボゴ タ 資料整理

2 0 3 月2 6 日 (月) ボゴ タ I N A T と打合せ
2 1 3 月2 7 日 ( 火) ボ ゴ タ I N A T と打合せ

2 2 3 月 2 8 日 (水) ボ ゴ タ 大使館､
J I C A で調査結果報告

2 3 3 月2 9 日 (木) ボゴ タ ダラ ス ダラ ス 帰国 ( A A 9 1 6 1 1: 2 0 ボ ゴ タ発 ､
1 4 : 5 3 マイアミ着 ､

A A 1 7 6 9 1 7: 0 5 マイアミ発､
1 9 :2 7 ダ ラ ス 着 ､

2 4 3 月3 0 日 ( 金) ダ ラ ス 機中泊 J L O 4 5 1 3 :1 0 ダ ラ ス 発
2 5 3 月3 1 日 (土) 東京 1 7 : 5 0 東京着)



調査日 程お よ び調査員の 経歴 ( その 2 )

罫
l

む)

日 程 表 調 査員名お よ び経歴

日数 年月 日 出発地 到着地 宿泊地 備 考 調査員名 経 歴

1

平成1 3 年

3 月2 1 日(水) 束京 マ イア ミ マ イア ミ 出国 ( A A O 2 6 1 8 :5 0 東京発､
2 1 :0 7 マ イ ア ミ着 ､ 前野 道雄

【営農/土地利用

昭和2 3 年 神奈川県農業試験場

昭和5 2 年 神奈川県公害セ ン タ
ー

昭和5 4 年 神奈川県環境部

昭和6 0 年 神奈川県公害セ ン タ
ー

現在､ 内外エンシ
●

ニアリンク
●

(株)

海外技術部

2 3 月2 2 日 (木) マ イア ミ ボ ゴタ ボ ゴタ A A 9 1 3 8 :3 5 マイアミ発 ､
1 1 :5 9 ボ ゴ タ着)

3 3 月2 3 日 (金) ボ ゴ タ 現地調査 ( ボ ゴタ 川流域)
4 3 月2 4 日(土) ボ ゴ タ 資料収集
5 3 月2 5 日 ( 日) ボゴ タ 資料整理

6 3 月2 6 日 (月) ボゴ タ I N A T と打合せ ､ 資料収集

7 3 月2 7 日 (火) ボゴ タ I N A T と打合せ ､ 資料収集

8 3 月2 8 日 (水) ボゴ タ 大使館 ､ J I C A で調査結果報告

9 3 月2 9 日 (木) ボ ゴタ ダラ ス ダラ ス 帰国 ( A A 9 1 6 1 1 :2 0 ボ ゴ タ発､ 1 4 : 5 3 マイアミ着､

A A 1 7 6 9 1 7 :0 5 マイアミ発､ 1 9 : 2 7 ダ ラ ス 着､

1 0 3 月3 0 日 (金) ダラ ス 機中泊 J L O 4 5 1 3 :1 0 ダ ラ ス 発

1 1 3 月3 1 日 (土) 東京 1 7: 5 0 東京着



2．面会者一覧

在コロンビア日本国大使館

豊　　輝久　　　　　　　　　　一等書記官

西尾　利哉　　　　　　　　　　二等書記官

JICAコロンビア事務所

古屋　年章　　　　　　　　　　所　　長

INAT (Institute Nacional de Adecuacion de Toerras)
Fernando Cepeda Sarabia

Danilo Cabrera Castro

Alfredo Ofioro Roa

Jorge E. de la Rosa Valega

Emiro Carlos Vergars

Roberto C. Leon

Alvaro Iriarte

Julio Gomez

Alvaro Luna Herrera

Gobermento del Atlantico

Jorge Osorio Restrepo

INCORA

Dagoberto Merino de Oro

Jorge Martinez

Donaldo Espinosa

Municipio de Palmar de Varela
Rafael Manjarres Gharris

Ariel Arteta Rua

Jose Pizarro Mercado
Jose GomezGharris

Municipio de Ponedera

Silvio Vidal
Jorge Sorio

Luis E. Vanegas

Ramiro Manjarres
A lvaro Luna

Director General (ftIf)

Asesor Direccion General

Asesor Direccion General

Director Regional 2, Barranquilla - Atlantico

Coordinador Montenimiento y Soporte en Sistemas

Subsecretario Gobermento del Atlantico

Gerente Regional Atlantico INCORA

Alcalde Municipal (Palmar de Varela iffft)

Concejal

Lider Campesino
Coordinador Medio Ambiente

Secretaria de Agricultura

Subsecretario de Agricultura

Dueno Predio Ponedera

Arquitecto
Ingeniero Civil

添・4



Municipio de Juan de Acosta

Juan Alberto Ramos Alcalde Municipal (Juan de Acosta市長)

Municipio de Galapa

Regulo Matera Alcalde Municipal (Galapa市長)



3．収集資料リスト

(1) Anuario Estadistico, Ministerio de Agricultura y Desarrollo Rural 1998

(2) Colombia Estadistica 1995-97, Volumen 1 & Volumen 2

(3) Encuesta Nacional Agropecuaria, SISAC 1999

(4) Breviario de Colombia, Una guia para todos, 2000

(5) Atlas Basico de Colombia y elMundo, 1998

(6) Estudio SemidetaUado de Suelos y Factibilidad Proyecto PALMAR DE
VARELA, INAT 1997

(7) Estudio de Factibilidad y Diseno para la adecuacion de tierras del Proyecto
PONEDERA y CANDELARIA, Gobernacion del Departamento del Atlantico
1994

(8) Ficha Bpin (Met.001) y Ebi del Estudio de Prefactibilidad Proyecto la

AZUCENA, Gobernacion del Atlantico 1996

(9) Plan de Desarrollo Agropecuario y de Apoyo Tecnologico a la Comunidad y los

Estudios y Disenos de un Sistema de Riego en el Predio Cantillera Altamira,

Municipios de GALAPA y TUBARA, Departamento del Atlantico 1997

(10) Productos y Prcoesos Tecnologicos por Macrorregion, CORPOICA 1998

(ll) Alternativa para mejorar la sostenibilidad y competitividad de la ganaderia

colombiana, CORPOICA 1995

(12) Principales Avances en Investigation y Desarrollo Tecnologico por Sistemas
de Production Agricola, CORPOICA 1998

(13) Mapas

Pianode la Ciudadde BOGOTAD.E. Escala 1: 250,000 1989

Piano de la Ciudad deATLANTICO Escala 1: 100,000 1988

Mapa de UsoActual de laTierra 5-01 Escala 1: 500,000 1987

Mapa de UsoActualde laTierra 5-04 Escala 1: 500,000 1987

Mapa de UsoActual de la Tierra 5-09 Escala 1: 500,000 1987
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4 . 参考資料

(1) 農業省組織図

(2) I M T 組織図
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MINISTERIO DE
AC.RICULTURA Y

DESARROLLO RURAL
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I
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m
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農業省組織図
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